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経

訴辱

言脅r

議
第
五
十
五
巻

第

銃

(
岨
曲
調
嘩
百
聞
措
七
輯
)

昭
和
十
七
年
九
月
後
行

論

量童

北

支

Lつ

金

納

小

作

制

度

ー

l
特
に
河
北
・
山
東
・
河
南
省
の
金
制
小
作
制
度
|
|

八

木

芳

之

助

支
那
に
於
て
は
金
納
小
作
制
は
銭
組
制
と
樽
せ
ら
れ
、
そ
の
小
作
料
は
一
定
額
の
貸
幣
を
以
で
定
め
ら
れ
、
貨
幣
を
以
て
納
入
さ

れ
る
小
作
制
に
し
て
、
定
額
灼
租
制
(
定
額
現
物
小
作
制
)
一
の
碍
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
の
銭
組
制
の
下
で
は
、
小
作
人
は
小
作
料
を

生
産
物
で
は
な
〈
、
貨
幣
を
以
て
地
主
に
支
排
は
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
定
額
物
租
が
銭
和
に
鵡
化
ず
る
前
提
と
し
て
は
、
小
作
人

白
生
産
物
白
一
部
が
商
品
に
特
化
せ
ら
れ
る
こ
と
、
従
っ
て
小
作
人
は
商
品
生
産
者
と
し
て
、
流
遇
機
構
の
う
ち
に
、
即
ち
市
揚
闘

係
に
織
り
込
ま
れ
る
己
と
を
必
要
と
す
る
。
併
し
こ
の
揚
合
、
そ
の
小
作
経
替
が
純
企
業
小
作
制
の
如
〈
企
業
化
せ
歩
、
主
と
し
て

自
家
持
働
力

ι依
存
す
る
零
細
小
作
農
と
し
て
存
続
す
る
限
り
、
た
と
へ
定
相
刷
物
租
が
銭
租
に
叫
化
し
た
と
し
て
も
、
之
を
以
て
直

北
支
由
金
柄
小
作
制
度

億
五
十
王
巻

fl<l 
タL

傍

観



北
支
白
金
制
小
作
制
度

第
五
十
五
巻

一

五
O 

第
三
挽

ち
に
資
本
十
七
義
的
地
代
が
成
立
し
た
も
の
と
解
す
る
を
得
た
い
。
帥
ち
定
制
物
租
の
車
忙
特
化
し
た
に
過
ぎ
た
い
銭
租
制
の
下
で

は
、
小
作
人
白
取
得
す
る
農
業
綿
収
集
は
、
モ
D
分
配
上
、
弊
賃
・
資
本
利
子
・
企
業
利
潤
・
地
代
と
し
て
明
確
に
匝
分
さ
れ
る
も

の
で
は
た
い
。
縫
っ
て
地
主
と
小
作
人
と
白
問
の
枇
合
的
・
経
済
的
諸
閥
係
の
如
何
に
よ
っ
て
、
斯
か
る
銭
租
の
う
ち
に
は
、
理
論

上
白
地
代
の
み
左
ら
中
、
小
作
人
の
疋
営
に
取
得
し
得
ペ
昔
利
潤
、
ま
た
時
と
し
て
は
弊
賃
の
一
部
分
を
も
包
含
す
る
己
と
も
あ
り

符
る
。己

白
金
納
小
作
制
ほ
、
支
那
を
全
陣
的
に
見
れ
ば
、
倫
ほ
局
地
的
・
局
部
的
陀
行
は
れ
る
に
過
ぎ
左
い
が
、
併
し
徐
々
に
褒
展
L

っ
1
あ
る
と
と
は
、
見
逃
が
せ
た
い
。
然
ら
ば
銭
租
は
如
何
た
る
地
域
に
最
も
多
く
普
及
し
て
ゐ
る
か
。

一
般
的
見
解
に
よ
れ
ば
、

間
銭
租
制
は
楠
岡
・
茶
畑
・
桑
園
・
煙
車
畑
・
果
樹
闘
・
花
関
・
菜
園
・
竹
閤
等
の
如
昔
商
品
生
産
化
せ
る
農
業
地
帯
に
行
は
れ
る
。

間
資
本
主
義
経
済
の
浸
透
し
た
る
地
方
、
帥
ち
大
都
市
近
郊
に
行
は
れ
る
。
間
判
官
地
・
旗
地
・
蒙
地
白
如
き
政
府
或
は
蒙
旗
人
の
地

産
・
廟
産
・
寺
悶
・
皐
閏
・
替
地
・
然
悶
・
洞
産
・
堂
回
等
の
如
雪
地
方
の
公
産
、
モ
の
他
同
族
の
族
産
に
も
鏡
和
の
例
が
多
く
見

ら
れ
る
。
そ
れ
は
此
白
積
の
特
殊
な
る
土
地
所
有
形
態
と
し
て
は
、
私
有
地
白
個
人
の
地
主
左
異
っ
て
、
銭
和
と
し
て
貨
幣
を
以
て

納
入
さ
れ
る
方
が
、
物
納
よ
り
も
取
扱
上
便
宜
だ
か
ら
で
あ
る
。
川
明
典
閏
或
は
常
国
、
帥
ち
典
又
は
営
に
附
吐
ら
れ
た
十
一
地
忙
も
鏡

租
が
行
は
れ
る
。
問
更
陀
不
在
地
主
白
土
地
で
は
、
現
物
小
作
料
の
受
納
が
地
主
・
小
作
人
煙
方
に
不
便
た
る
た
め
、
金
納
と
せ
ら

れ
る
事
例
が
各
自
畑
に
見
ら
れ
品
。

ま
た
金
陵
大
皐
白
調
査
に
か
h

る
「
河
南
・
湖
北
・
安
徽
・
江
四
四
省
白
小
作
制
度
」
ぞ
っ
ち
で
も
、
「
銭
租
制
の
行
ば
れ
る
匝
域

は
徐
り
庚
〈
左
い
。
即
ち
之
が
行
は
れ
る
庭
に
は
ま
た
共
の
特
殊
原
因
が
存
す
る
」
と
し
て
、
左
の
如
〈
之
を
分
類
し
て
ゐ
る
。
創

ち
mw普
遇
、
上
等
白
肥
沃
問
地
は
一
年
中
水
害
、
早
魅
白
底
友
く
、
生
最
も
豊
富
で
あ
る
が
、
た
い
h

地
主
の
住
家
と
の
距
離
が
遠
過

。拙稿、支那のIj、作制度(植情論叢、第五十春、第二腕)二三頁。天野元之助氏
}支那農業部情論、 L 四一O頁以下参照



ぎ
る
揚
合
、
銭
租
制
を
採
用
す
れ
ば
愛
方
便
利
で
あ
る
。
間
下
等
白
阜
地
(
畑
)
或
は
傾
糾
地
に
あ
り
で
は
勾
年
の
牧
穫
量
を
暗
闇
測
し

難
い
か
ら
、
定
額
の
銭
組
を
納
付
し
て
煩
墳
を
避
け
る
。
併
し
己
の
種
の
小
作
料
率
は
甚
だ
低
成
た
る
を
常
と
す
る
。
問
地
方
の
公

産
、
例
へ
ぽ
間
半
校
、
救
済
所
等
の
所
有
す
る
岡
地
に
あ
り
で
は
、
モ
の
計
算
を
簡
易
な
ら
し
め
、
ま
た
弊
害
を
防
ぐ
た
め
、
常
に
銭

租
制
を
採
用
す
る
o

川
間
前
菜
、
果
樹
等
は
一
線
て
集
約
作
物
に
し
て
、
そ
の
生
産
品
白
費
債
は
皆
現
金
で
あ
る
か
ら
、
架
関
、
果
樹
閣

の
納
租
も
金
納
を
以
て
便
利
ー
と
す
る
。

mwそ
の
他
不
在
地
主
、
或
は
地
主
の
家
中
に
穀
倉
設
備
の
な
き
も
の
も
ま
た
令
r納
小
作
料
を

便
宜
と
す
る
と
し
て
ゐ
る
。

従
っ
て
支
那
忙
於
て
金
納
小
作
制
の
行
は
れ
る
地
帯
と
し
て
は
、
先
づ
第
一
に
資
本
主
義
経
済
の
浸
透
せ
る
大
都
市
近
郊
、
士
た

は
棉
・
開
草
・
果
樹
・
疏
茶
等
の
如
き
商
品
化
作
物
の
裁
埼
さ
れ
る
経
済
的
に
進
歩
譲
達
せ
る
地
帯
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
そ
れ

と
反
割
に
、
牧
模
型
凶
の
安
定
し
た
い
劣
等
地
に
し
て
、
従
っ
て
農
業
技
術
の
比
較
的
遅
れ
た
農
業
抽
帯
た
る
と
と
も
あ
わ
得
る
。

第
三
に
金
納
小
作
佐
官
地
・
旗
地
・
製
悶
・
寺
町
等
白
如
き
特
殊
の
所
有
地
に
も
行
は
れ
、
更
に
第
四
に
不
在
地
主
の
所
有
地
の
多

い
地
方
に
も
行
は
れ
る
。
金
納
小
作
制
を
議
生
せ
し
む
べ
き
斯
か
る
地
盤
の
差
異
は
、
金
納
小
作
制
そ
の
も
の
ミ
木
賞
、
形
態
等
に

も
何
等
か
の
影
響
を
奥
へ
る
戸
一
あ
ら
う
。
従
っ
て
支
郊
の
金
納
小
作
制
D
研
究
に
際
し
て
は
、
金
納
小
作
制
の
行
は
れ
る
斯
か
る
地

盤
を
宥
過
し
て
は
た
ら
な
い
。

ーー

北
支
、
特
に
河
北
・
山
東
・
河
南
の
三
省
に
は
如
何
た
る
形
態
。
小
作
制
度
が
行
は
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ム
に
、
荘
内
資
支
部
中
央
農

業
賓
時
間
所
の
「
農
情
報
背
」
に
上
れ
ば
、
何
北
省
で
は
銭
租
五
二
・
二
一
%
、
穀
租
(
定
額
穀
納
小
作
)
三
一
・
六
%
、
八
J
租
(
分
鐘
小
作
)
三
六
・

一
%
で
あ
り
、
山
東
省
で
は
銭
租
三

0
・
凶
%
、
穀
租
二
一

0
・
五
%
、
分
租
三
九
・
一
%
で
あ
り
、
河
南
省
で
は
銭
租
二
ハ
・
五
%
、
穀

北
支
の
金
納
小
作
制
度

勢
五
十
五
巷

五

害事

競
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北
支
白
金
納
小
作
制
度

五

四

第
五
十
五
巻

第
三
視

租
三
九
・
五
%
、
分
租
四
四
・
O
%
と
な
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
土
地
委
員
舎
の
「
全
国
土
地
調
賓
報
告
綱
要
L
K
よ
れ
ば
、
各
種
小
作
制
。

ろ
ち
定
額
銭
粗
制
の
占
め
る
割
合
は
、
河
北
省
で
は
六
一
了
六
%
、
山
東
省
で
は
二
二
・
一
%
、
河
南
省
で
は
八
・
八
%
と
た
っ
て
ゐ

勺る
。
金
納
小
作
制
は
北
支
の
早
岡
地
帯
忙
相
営
府
〈
普
及
し
て
ゐ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
。
と
の
小
論
で
は
北
支
、
特
に
河
北
・
山

東
・
河
南
省
の
金
納
小
作
制
を
研
究
の
針
家
と
し
、
と
白
金
納
小
作
制
の
性
格
並
に
そ
の
経
済
的
諸
関
係
を
吟
味
し
よ
う
と
息
ム
。

先
づ
誌
で
は
日
本
側
(
主
'
と
し
て
揃
醐
)
及
び
支
那
側
の
資
料
よ
り
、
河
北
・
山
東
・
河
南
省
の
各
地
に
於
け
る
金
納
小
作
制
白
概
況

モ
の
所
在
地
挫
に
之
が
資
料
を
左
に
表
示
し
よ
う
。

第
-
蓑

河
北
・
山
東
・
河
南
省
に
於
け
る
金
納
小
作
制
白
概
況
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金
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頁一一
一四
。、る

月
あ一で

頁
年
白

O
六
も

九
十
由

、
二
間

月
閣
の

四
民
主

年
、
民

間
要
農

十
綱
那

ニ
骨
玄

関
報
1
ζ

民
査
員

、
調
査
盟醐
第
図
満

巻
λ

宝
は

=一、答

第
網
膜

、
骨
問

告
員
質

報
委
の

情
地
と

農
土
)
)
註

3
4
(
 



( 

下睡
地地
二憤
元白
とー
す割。、

即
ち

曲
賞
m 
I 
地

豆五

元、
中

地

^ 
フ巳、

主河
北
・省
胡平
庄各
牒
夏
各
庄

企

一作二でし本樺はて村
は二日中田
両ぺ地介小
れー王人作
も二元及制
貰ノヒ、び度
買帽中保は
せ出地護金
己宗四人紬
れよ元をに
る止、要L
と7Z下せて

河
北
省
香
何
牒
後
延
寺

河

北

省

耐

服

組

各

搭

洞
北
省
誕
北
麻
民
家
楽

阿
北
省
玉
出
願
能
筒
仙
六

部
落

問
北
省
挟
購
凡
盟
橋
庄
、

胃
家
駐

河

北

省

購

亭

麻

柏

庄

何
北
省
昌
禁
獄
中
雨
山

北
支
白
金
納
小
作
制
度 一地るる本問。も村

田小更の
一作新小
割料す作
にはる制
官Jてとは
る地と金
。四あ納
元 Pに
、、し

中契て
地約前
二の納
了際、

宜白口

元紹頭
、介契

下人約
地が、

一保期
元讃聞
に人は

主義平
、ねな

{
本
村
山
小
作
制
に
は
金
納
と
分
取
と
あ

B
、
金
納
に
は
後
納
た
る
つ
先

-
地
後
租
L

左
前
納
た
る
「
先
租
後
地
」
、
と
の
別
が
あ
る
。
小
作
期
間
は

{
一
年
更
新
す
る
と
と
あ

P
。

『
本
村
白
小
作
制
に
は
物
納
定
額
、
金
制
定
額
、
分
鮭
由
一
一
一
種
あ
る
が

}
数
年
前
よ
現
金
納
が
唱
加
す
。
前
相
が
多
い
。

一六作保本話料鐙材
、は人目
中地、小

地蛸仲作
での介制
は五人は
六百を総
工、要て

二〉高せ金
/Z梁;内角
T 栽、に
~::l脅，)、し
竺地作て

ーの1皿、;':A、間前
一;<'1'乍はt間
五料一、

匹目年契
に上、的

常地棉は
るで栽目
。は培頭

地地に
債の L
白小て

本
村
白
・
小
作
制
は
金
納
に

L
て
、
枇
期
監
物
質
却
後
、
納
骨
ナ
。

〆由一~守、

元納本
乃畝に村
至雷しの
豆刀て，)、
元上、作
島地現制
ナ四約に
。元はは
乃日分
至頭錠
P町、，j、
エ契竹
主的と
ては金
中年納
品々4、
ご雪之作
.をと
五更が
元新あ
、ナる
下。。

地小金
二作納
・料は
五は前

-
本
村
由
小
作
制
は
金
制
前
抑
に
し
て
、
口
頭
契
約
、
仲
介
入
、
保
論

↑
人
を
要
せ
ず
、
小
作
料
は
-
畝
土
地
二
一
一
元
、
中
地
了
五
元
、
下
地
一
、

戸
一
一
元
と
ナ
。

第
五
十
五
巷

同同同同同同同同
五

右右右治

古

(
下
)右右右第

三
銭

五



北
玄
白
金
納
小
作
制
度

第
五
十
五
巻

ヨ五
l出

第
三
時
一

ノ、
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ノ

~ 

で於本ーは本
あて豚畝文豚
る、で常替の
。一行 りに棉
献は最よ作
官れ高り地・
りる一、帯
上金同期及
地納元問u'
ニノI、 、は掛
:作普一茶
Lよ制詔年間
一'τの ノミ又に
小元はは
中件 、三金
地料最、醐
ーは低四d、
七、 四年作
骨民元でが
1閣であ見
で二二 ある己
ム十 るロれ
宍三 ρ小る
γ年作 0

1 ブL度 料契
元に は約

一里報揃、
「占告鍛
命、調

自蓄量
二幌、

キ第全
土匝i
G宋村
村概
及河
侯調
七査

1可

南

省

移

徳

蟻

省

信

湯

腺

』
前
摘
、
濃
部
暁
積
四
省
之
租
佃
制
度

ズ
民
幽
二
十
五
年
六
月
)

何

南

以
上
掲
げ
た
河
北
・
山
東
・
河
南
省
各
地
に
於
け
る
金
納
小
作
制
E
比
較
し
つ
L
、
そ
の
性
格
並
に
之
が
経
済
的
諮
閥
係
を
吟
味

し
よ
う
。

同
金
納
小
作
料
の
支
梯
形
態
第
一
表
に
一
万
す
如
く
、
河
北
・
山
東
・
河
南
省
、
の
各
地
で
行
は
れ
る
金
納
小
作
料
の
文
梯
形
態
に

は
、
定
額
前
納
(
前
椀
)
が
多
く
、
後
納
は
比
統
的
少
た
い
。
然
ら
ば
何
故
に
前
納
が
多
い
か
と
い
ふ
に
、
前
掲
「
順
義
耐
腕
沙
井
村
に

一
農
民
は
「
小
作
料
が
と
れ
白
か
も
知
れ
左
い
か
ら
」

於
け
る
質
問
隠
答
」
で
は
、
「
後
沸
で
は
い
け
左
い
か
」
と
の
質
問
に
針
し
、

と
答
へ
て
ゐ
る
。
忠
ふ
に
同
村
で
は
皐
帥
四
十
水
害
の
た
め
雄
々
凶
作
が
起
る
か
ら
、
地
主
と
し
て
は
金
納
前
腕
を
安
全
と
す
る
も
D

mw 

で
「
咋
年
D
や
う
に
大
水
害
が
あ
る
と
き
は
金
納
前
納
の
方
が
間
違
は
泣
い
」
と
世
田
へ
て
ゐ
る
。
加
之
、
金
納
前
梯
で
は
凶
作
に
際

し
で
も
、
日
小
作
料
D
減
売
が
行
は
れ
な
い
。
部
ち
「
一
た
ん
受
取
っ
た
以
上
、
作
物
が
出
来
在
い
か
ら
と
て
返
し
て
や
る
と
と
は
た

ど
か
ら
、
地
主
は
勢
ひ
金
納
前
梯
bz
欲
す
る
己
と
L
た
る
o

向
ほ
河
北
省
香
河
牒
後
延
寺
の
調
査
で
も
、
「
し
か
も
小
作
料
前
納
制

度
た
る
関
係
上
、
凶
作
に
よ
る
損
害
は
す
べ
て
小
作
人
の
負
捨
友
り
「
」
と
遁
べ
ら
作
て
ゐ
る
通
り
、
地
主
は
金
納
前
排
を
有
利
と
す

る

も
の
で
北あ
支る
¢み。

金
納
1)、
f~ 
制
度

第
五
十
五
巻

五
五

静
三
雄

主2

前掲、河北省順義牒抄井材、 1)、作闘停事項質問際組二(帯主披四一〉大頁
前掲、順義廓i'T井村に於ける質問膳答、小作、 (A第三観)二八八頁
周者、問fて丸頁
前掲、翼京地区内二十五筒村農村寅態調査報告書、上、一六O頁

片山町

η白，



北
支
白
金
納
小
作
制
度

第
五
十
五
巻

二
五
六

第一一一挽

順
義
勝
沙
北
村
で
は
、
小
作
制
の
入
割
ま
で
が
金
納
で
あ
り
J

然
か
も
そ
の
大
部
分
は
前
納
で
あ
る
が
、
後
納
も
若
干
あ
る
。
而

し
で
後
納
は
、
地
主
・
小
作
っ
愛
方
の
仲
が
良
く
て
小
作
人
が
貧
乏
で
前
納
す
る
事
が
同
来
危
い
揚
合
で
あ
る
。
之
を
秋
租
と
い

ふ
」
と
述
べ
ら
れ
て
居
り
、
ま
た
同
村
で
は
「
地
主
は
徐
り
後
納
を
許
さ
註
い
、
介
紹
人
は
租
地
戸
(
小
作
人
)
は
貧
乏
で
前
納
が
出

来
左
い
か
ら
、
後
納
を
許
し
て
〈
れ
、
そ
の
代
り
に
少
し
租
子
(
小
作
料
)
を
高
〈
納
め
る
か
ら
と
い
ふ
」
遁
べ
ら
れ
て
居
り
、
後
納

は
前
納
忙
比
L
、
一
畝
営
一
り
「
一
、
二
関
位
高
い
」
。
ま
た
河
北
省
撫
寧
燃
郎
各
庄
の
調
査
で
も
、
「
租
地
に
於
て
は
播
種
前
に
前
納

¥

号

、

η

ず
る
習
慣
で
、
後
排
に
す
る
揚
合
は
一
畝
に
何
二

O
銭
位
小
作
料
を
値
上
げ
す
る
D
が
普
通
で
あ
る
」
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
尚
ほ
青

丹、

島
特
別
市
李
村
白
調
査
で
は
、
大
部
分
D
も
の
が
小
作
料
前
納
の
、
契
約
を
す
る
が
、
全
編
を
前
納
し
得
左
い
た
め
に
、
字
幅
削
を
前
納

し
、
残
り
竿
瀬
を
向
来
秋
に
支
梯
ム
も
D
が
遁
半
数
を
占
め
る
や
う
に
な
っ
た
と
蓮
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
地
主
が
現
金
の
必
要
に
誼
ら

れ
て
金
制
制
前
納
を
要
求
す
る
揚
合
が
あ
る
が
、
斯
か
る
際
に
は
小
作
料
を
一
、
一
一
国
位
減
や
る
を
普
通
と
す
る
。
会
翻
後
梯
は
地
主

K
徐
裕
の
あ
お
揚
合
、
ま
た
は
親
成
、
知
友
等
に
小
作
せ
し
め
、
面
子
の
関
係
か
ら
巳
む
を
得
十
行
っ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
即
ち

金
納
小
作
の
場
合
忙
は
、
前
納
が
普
通
で
あ
る
が
、
幾
分
は
後
納
も
行
は
れ
て
ゐ
る
。
但
し
己
の
揚
合
に
は
小
作
料
は
前
納
に
比
し

て
若
干
高
い
白
が
普
通
で
あ
る
。
前
納
た
る
と
後
期
た
る
と
を
問
は
歩
、
小
作
料
白
金
額
が
一
時
に
支
排
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
数

〔
謹
一
v

岡
に
亙
っ
て
分
納
さ
れ
る
揚
合
は
極
め
て
少
た
い
。
但
し
河
北
省
港
化
鯨
虚
家
案
で
は
二
期
乃
至
数
期
比
分
納
す
る
例
が
曲
四
分
見
ら

れ
る
。
己
の
揚
合
忙
は
前
納
よ
り
利
息
だ
け
高
債
で
あ
る
。

=
金
納
小
作
料
の
高
さ
金
納
小
作
に
は
前
納
が
多
〈
、
後
、
漣
の
如
〈
小
作
期
間
も
一
ヶ
年
の
も
の
が
多
い
か
ら
、
そ
の
小
作
料

は
農
産
物
債
格
の
縫
勤
忙
伴
つ
一
て
、
日
祉
作
獲
る
揚
合
が
多
い
。
印
ち
例
へ
ば
河
北
省
順
義
勝
沙
井
村
の
一
小
作
人
は
、
数
年
前
か
ら

一
小
作
地
を
賃
借
し
て
ゐ
る
が
、
そ
白
毎
畝
小
作
料
は
、
「
第
一
年
二
元
、
第
二
年
コ
一
元
、
第
三
年
(
奄
平
)
七
一
花
、
来
年
比
一
四
畝
で

残lJ(7..)三割は移種たる分岱Ij、作でちる。 16) 碕錨北支経済調査所、河北
省順義勝抄井討、小作箭(第十-<Dー)昭和十七年五月、二O頁 II) 同書
三回頁 臼) 前菊、巽東地面内二十五筒村農村寅題調査報告書(下)、二
九五頁 13) 前掲、青島理郊に於ける農村武庫調査報昔、二九頁

9) 



百
元
、
来
年
白
小
作
料
は
九
月
二
十
日
頃
納
入
し
か
」
ム
」
述
べ
て
ゐ
る
。
併
し
銭
租
率
、
即
ち
小
作
料
白
地
慣
に
劃
す
る
割
合
は
如

何
か
と
云
ふ
に
、
河
北
省
・
順
義
牒
沙
井
村
で
は
一

O
%
弱
で
あ
り
叫
同
省
密
雲
間
刷
小
器
材
川
及
び
香
河
勝
後
延
寺
で
も
一

O
%
と
友

っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
地
主
の
士
地
投
資
に
劃
す
る
利
廻
り
は
、
約
一

O
%
に
営
る
。

E

D
小
作
料
は
順
義
感
沙
井
村
で
は
収
穂
の
五

却

-

割
弱
正
常
っ
て
居
り
、
青
島
近
郊
の
李
村
で
は
約
四
割
忙
詰
っ
て
ゐ
る
。

小
作
料
白
高
さ
は
、
同
一
村
内
で
も
、
地
味
の
肥
捕
、
瀧
瀧
の
便
否
、
住
家
よ
り
の
距
離
如
何
等
々

D
事
情
に
よ
っ
て
左
布
さ
れ

る
が
、
己
白
黙
に
闘
し
順
義
勝
沙
井
村
に
於
け
る
質
問
膝
答
で
は
ミ
「
租
子
は
土
地
の
好
・
不
好
陀
依
り
差
異
は
あ
る
か
」
と
の
問
に

封
し
「
し
か
り
」
と
答
へ
ら
れ
、
J

租
子
の
高
い
土
地
と
は
ど
ん
た
七
地
か
」
と
の
問
に
針
し
で
は
、
「
早
越
で
も
、
水
害
で
も
収
穫
の

取
れ
る
土
地
で
あ
る
日
正
答
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、
ま
た
他
の
一
農
民
は
「
A

盟
問
題
は
和
地
戸
(
小
作
人
)
白
家
陀
そ
白
租
地
が
近
け
れ
ば
、

一山

高
く
し
、
遠
け
れ
ば
安
く
す
る
」
と
答
町
て
居
り
、
「
も
し
、
二
支
里
離
れ
て
居
た
と
す
る
占
、
抑
制
潤
(
地
主
の
名
)
白
二
十
六
園
の
好

地
の
租
子
は
い
〈
ら
位
か
」
と
の
間
忙
謝
也
、
「
二

1
一
一
一
回
位
だ
」
と
答
へ
、
「
も
し
、
五
支
果
離
れ
で
ゐ
た
と
す
る
と
」
と
白
問
に

封
し
亡
は
、
「
十
八
図
位
だ
」
と
答
へ
て
ゐ
る
。
更
に
特
別
な
闘
係
で
小
作
料
が
低
く
定
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、
「
地
主
が
土
地
が

。

一

多
〈
て
自
分
で
耕
せ
な
い
で
小
作
人
が
少
い
揚
色
」
が
あ
げ
ら
れ
で
ゐ
る
。
向
股
親
類
の
聞
と
か
、
同
族
問
。
揚
合
に
は
、
他
人
同

志
の
間
よ
り
も
、
小
作
料
を
幾
分
安
く
す
る
慣
行
は
行
は
れ
て
ゐ
左
い
。
出
削
ほ
同
村
で
は
小
作
人
が
小
作
料
以
外
に
、
窓
枠
や
柑
問
、

豚
、
卵
等
を
地
主
に
呈
上
す
る
己
と
は
殆
ど
行
は
れ
在
い
。

E
E
小
作
料
の
納
入
時
期
及
び
納
入
方
法
河
北
省
順
義
勝
沙
井
村
で
は
、
小
作
契
約
は
毎
年
葎
九
月
末
か
ら
十
月
初
白
問
に
結
ぼ

れ
る
。
約
束
が
定
ま
る
も
直
ち
に
小
作
料
を
納
め
る
も
の
は
少
く
J

一
般
に
共
白
日
か
ら
後
.
数
日
中
に
納
め
る
の
が
多
く
、
晩
く
と

も
奮
十
月
十
五
日
ま
で
に
全
額
を
納
め
る
白
が
通
例
で
あ
る
。
併
し
納
期
を
蓄
九
月
末
日
と
す
る
揚
合
も
幾
分
あ
る
ロ
従
つ
亡
小
作

北
玄
白
金
納
小
作
制
度

第
五
十
五
巻

7C 

五
七

第
三
腕

(詫ー) 順義麻酔井村では11、作人肝地主と仲がよ〈貧乏の場告、水害の翌年羊に
位、稀には小作料の一部俊納を許すことがある(河北省順義麻抄井材、小作篇
〈体寸ー腕の三)、昭和十七年五月.一一六頁 '4) 前掲、巽東地匝内農
村賞態調査報告書、上、二八一頁 '5) 前掲、順義麻沙井村に於ける質



北

支

均

金

納

小

作

制

度

第

五

十

五

巻

/
 

料
は
小
作
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
、
晩
く
と
も
半
ヶ
月
以
内
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
小
作
人
が
善
良
で
、
白
あ
ら
ゆ
る
手

'fi.. 
p、

第
三
腕

O 

段
を
悲
し
て
小
作
料
捻
向
に
奔
走
し
た
が
、
金
の
出
来
泣
か
っ
た
揚
合
と
離
も
、
地
主
は
小
作
料
の
納
期
を
延
期
し
た
b
又
は
減
免

す
る
と
と
は
た
い
。
普
通
小
作
λ
は
穀
物
を
貰
っ
て
小
作
料
を
調
達
す
る
が
、
借
金
を
じ
て

Z
E
調
達
ず
る
揚
合
も
無
い
で
は
在

n
 

い
。
青
島
近
郊
李
村
で
は
、

「
小
作
農
は
小
姿
、
落
花
生
等
の
僅
か
な
も
の
ど
販
責
し
、
向
足
り
た
い
も
の
は
持
賃
を
貯
帯
し
て
お

い
て
調
建

L
、
叉
借
金
に
よ
っ
て
小
作
料
を
納
め
て
ゐ
る
わ
け
で
」
、
「
小
作
料
支
排
の
た
め
の
負
債
が
同
定
化
し
て
お
る
も
の
す
ら

加

日

戸

見
ら
れ
る
」
有
様
で
あ
る
。

小
作
料
の
納
λ
方
法
に
閲
し
て
は
、
順
義
賜
沙
井
村
で
は
、
地
主
白
方
か
ら
小
作
人
の
家
へ
取
り
に
来
る
と
と
も
あ
Z
が
、
小
作

叩

人
の
方
か
ち
地
主
の
家
へ
持
参
す
る
揚
合
が
多
い
。
地
主
は
小
作
料
を
受
取
っ
て
も
小
作
人
に
牧
擁
(
領
収
書
)
を
交
付
し
た
い
の
が

通
例
で
あ

Z
山
小
作
料
後
納
の
揚
合
の
納
期
は
、
陰
暦
九
月
乃
至
十
円
で
あ
る
占

細
小
作
料
の
波
克
早
越
、
水
害
等
で
牧
穫
が
減
収
し
て
も
、
金
納
小
作
料
は
一
般
に
減
免
し
た
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
河
北
省

順
義
腕
沙
井
村
で
は
、
小
作
料
前
納
の
揚
合
に
は
、
地
主
は
「
一
た
ん
受
取
っ
た
以
上
、
作
物
が
出
来
泣
い
か
ら
左
て
一
部
で
も
返

し
て
や
る
と
と
は
友
い
。
」
牧
穫
皆
無
D
際
は
、
小
作
人
は
小
作
料
や
肥
料
等
の
粧
費
を
失
ふ
の
に
、
地
主
の
み
が
例
年
遁
り
白
小
作

料
牧
入
を
取
得
す
る
O
は
徐
り
に
も
均
衡
が
と
れ
な
い
や
う
に
忠
は
れ
る
揚
合
で
も
、
地
主
は
小
作
料
の
一
部
を
↑
返
却
す
る
E
と
は

制
似

た
い
。
斯
か
る
揚
合
、
小
作
人
は
「
蓮
が
悪
い
白
だ
し
、
地
主
に
劃
し
て
は
何
も
言
ム
事
は
虫
剤
ー
泣
い
以
と
諦
め
て
ゐ
る
。
併
し
凶

作
。
際
に
は
、
幾
分
安
く
小
作
せ
し
め
る
己
と
が
あ
る
。
沙
井
村
で
凶
年
前
に
大
水
害
り
あ
っ
た
際
に
、
小
作
人
に
は
「
も
う
引
綴

い
て
耕
す
だ
け
白
資
本
が
注
い
L

の
で
、
小
作
人
の
要
求
に
よ
っ
て
、
不
対
地
(
劣
等
地
)
の
小
作
料
(
普
通
の
年
は
一
畝
=
一
、
凶
闇
)
を
一

畝
に
つ
き
一
、
二
闘
減
額
し
た
例
が
あ
る
。
併
し
良
い
土
地
は
高
い
則
に
あ
り
、
偽
り
損
害
を
受
け
左
か
つ
も
江
の
で
減
額
在
し
左
か

問臆容、小作(A俸ー焼)三七O頁 16) 同書、四岡三頁によれば、同村
ではーI地z畝自倒格は200元、その小作料は18元乃至20元であり、下地z畝内
側格は60元、その小作料は5元であると言はれてゐる。 17) 前掲、葉東
地区内二十五筒村農村1'[惑調査報告書、上、七七頁 18) 同吾、一六O頁



羽

っ
た
。
大
洪
水
平
早
魅
白
年
に
は
牧
穫
が
殆
ど
皆
無
と
左
り
、
小
作
料
を
前
納
す
る
と
と
は
小
作
人
に
と
り
て
不
可
能
で
あ
広
か
ら

そ
白
翌
年
は
移
種
(
分
韮
小
作
)
に
し
て
、
牧
穫
後
生
産
物
を
地
主
ん
」
折
宇
ず
る
方
法
E
選
以
こ
と
も
あ
る
。
己
れ
「
凶
年
の
翌
年
に

出
目

肺
秒
程
が
多
く
た
る
」
と
云
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
小
作
料
後
納
の
揚
合
に
品
減
売
は
た
さ
れ
危
い
も
り
と
思
は
れ
る
が
、
こ
の
献
に

闘
す
る
資
料
が
た
い
。

青
島
近
郊
白
李
村
に
於
て
も
、
不
作
に
際
し
で
は
、
小
作
料
を
減
免
す
る
こ
と
殆
ど
註
く
、
自
然
的
災
害
叉
は
農
産
物
慣
格
愛
動

白
危
険
は
殆
ど
全
部
小
作
人
が
負
播
す
る
こ
と
L
な
る
か
ら
、
小
作
傑
件
は
決
し
て
有
利
一
た
も
白
で
た
く
「
自
由
友
契
約
関
係
の
み

持

と
見
る
と
と
は
出
来
た
い
L

と
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
く
て
小
作
人
は
一
際
小
作
企
業
の
危
険
負
捨
者
と
註
つ
亡
ゐ
る
折
、
そ
れ
は
寧
ろ

反
っ
て
地
主
に
針
す
る
小
作
人
の
地
位
の
部
賜
左
己
と
を
示
す
も
白
で
あ
ら
う
。

置
小
作
料
滞
納
に
劃
す
る
虜
置
河
北
省
順
義
勝
沙
井
村
で
は
、
小
作
料
前
納
の
際
に
、
小
作
人
が
そ
白
一
部
主
納
め
て
、
浅
瀬

を
支
燐
は
な
い
と
き
は
、
地
主
は
如
何
な
る
鹿
置
を
と
る
か
と
h

ふ
に
、
寸
十
月
十
五
日
を
過
ぎ
る
と
金
も
小
作
地
も
地
主
が
岡
牧

す
か
即
ち
既
納
の
小
作
料
五
牧
す
る
と
共
比
、
小
作
地
を
取
戻
す
。
己
の
揚
合
、
問
中
ポ
納
白
残
額
を
小
作
人
の
借
金
と
し
て
底

理
し
た
り
、
間
紹
介
入
や
小
作
人
の
親
戚
ま
た
は
同
族
よ
り
取
り
上
げ
た
り
、
問
小
作
人
白
家
財
道
具
や
家
畜
を
波
牧
し
た
り
、
川
開

小
作
人
の
家
族
員
を
僕
牌
に
し
た
り
す
る
や
う
な
己
と
は
友
い
。
ま
た
本
村
で
は
小
作
料
不
納
に
闘
し
打
官
司
(
訴
へ
る
)
ず
る
己
と

も
な
い
。
併
し
小
作
人
が
小
作
料
の
一
部
を
納
め
、
既
に
作
物
を
作
っ
て
ゐ
て
、
残
額
を
支
摘
は
抵
い
揚
合
に
、
地
主
は
如
何
た
る

庭
置
を
採
る
か
と
い
ふ
に
、
地
主
は
一
応
「
小
作
料
支
梯
の
期
限
を
延
長
す
る
し
が
、
小
作
人
が
ど
う
し
て
も
小
作
料
を
携
は
や
、

ま
た
そ
の
額
が
多
い
L
L
き
は
腕
へ
訴
へ
る
。
併
し
k
地
を
作
物
と
共
に
、
地
主
が
取
土
げ
る
己
と
は
、
小
作
人
が
小
作
料
の
一
部
主

初

納
め
て
ゐ
る
か
ら
、
「
不
可
」
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
a
h

る
際
に
は
便
宜
的
解
決
策
と
し
て
、

「
地
主
・
小
作
人
相
談
し
て
感
種

北
玄
白
金
制
小
作
制
度

第
五
十
五
巻

五
ブL

務
三
肱

前掲、順義麻沙井村、農村金融及取引に闘する質問磨容(鐸七腕)下、五九頁
より慨算。 20) 前掲、青島近却にIRける農村党態調査報告、 =<0頁
前掲、河北省順義幌f少井村、小作筒(告書十一銃白ー)二四頁 22) 問書、
事寸 旗白二、九六頁 23) 同昔、九七頁 24) 同書、参事十一読Dー

19) 

21) 



北
支
の
金
納
小
作
制
度

(
分
盆
小
作
)
と
し
山
、
そ
の
収
穫
山
仰
を
折
坐
ー
す
る
方
一
?
採
る
と
と
も
あ
る
。

偵
小
作
契
約
の
方
式
河
北
省
順
義
服
沙
井
村
川
は
金
納
小
作
契
約
歩
一
結
ぶ
揚
合
に
ほ
契
約
書
を
作
ち
ゃ
、
口
頭
に
よ
る
を
遇
例

と
す
る
。
そ
れ
は
前
納
で
も
後
納
で
も
同
様
で
る
払
。
何
故
契
約
書
を
作
ム
を
い
か
の
理
由
と
し
て
、
寸
小
作
料
前
梯
制
だ
か
ら
金

4
 

吉
へ
挽
ひ
が
済
め
ば
地
主
と
小
作
人
聞
に
紛
議
が
生
じ
-
な
い
か
ら
」
と
か
、
「
そ
れ
は
契
約
が
一
年
一
年
で
あ
る
か
ち
」
と
か
、
ま
た

「
己
の
村
の
習
慣
で
ほ
一
年
毎
忙
改
め
て
相
談
し
な
ほ
す
か
ら
契
約
書
を
立
て
る
と
、
反
ワ
て
不
便
だ
L

と
か
w
h

容
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
五
+
五
巻

六
O 

第
三
競

=五頁 25) 前掲、
前掲、順義麻抄井村、 IJ、
掲、胴義騎抄井村に於ける
島近郊に於ける農村宜態調

26) 



部

紹
介
入
の
責
任
に
闘
し
て
は
「
紹
介
入
は
保
人
だ
し
と
答
へ
ら
れ
て
ゐ
る
筒
庭
も
あ
る
が
、
紹
介
入
は
滞
納
白
揚
合
、
小
作
人

ι

“
 

催
促
す
る
忙
遁
ぎ
中
、
紹
介
λ
が
代
っ
て
納
め
る
こ
と
は
友
い
。
地
主
も
「
紹
介
入
に
負
採
さ
し
て
梯
は
せ
る
こ
と
は
た
い
し
。
ど
号

し
て
も
小
作
人
が
納
め
ら
れ
た
い
揚
合
で
も
、
「
代
っ
て
納
め
る
事
は
た
い
L

か
ら
、
紹
介
入
は
保
詮
人
宅
は
た
い
。
出
同
ほ
本
村
で
は

紹
介
入
の
外
に
、
保
設
人
を
立
て
る
E
と
は
た
い
。
そ
れ
は
「
小
作
料
は
前
梯
だ
か
ら
保
誼
人
を
裂
し
J

な
い
」
と
の
迎
由
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

第
一
表
に
一
万

L
た
河
北
省
各
地
の
金
納
小
作
制
で
は
紹
介
入
や
保
誰
人
を
要
し
左
い
も
D
が
多
い
が
、
併
し
香
河
牒
後
延
寺
で
は

岡
山

紹
介
入
を
必
要
と
し
、
紹
介
入
が
保
詮
人
を
乗
ね
る
の
を
普
通
と
す
る
。
山
東
省
泰
宏
肱
で
も
金
納
小
作
に
は
保
読
人
一
名
以
上
を

ω
 

必

要

企

す

る

。

.

八
手
附
金
(
定
鰻
)
又
は
小
作
敷
金
(
押
租
)
河
北
省
順
義
勝
沙
井
村
で
は
、
小
作
契
約
に
際
し
地
主
に
定
銭
を
支
悌
ふ
と
と
は
、
あ

る
に
は
あ
る
が
、
資
際
に
は
徐
り
行
は
れ
左
い
。
定
鏡
を
支
掛
っ
た
揚
合
に
は
、
そ
の
金
制
だ
け
差
引
い
て
、
小
作
料
を
納
入
す

る
。
岡
村
で
は
「
小
作
人
が
租
地
し
皮
い
場
合
、
地
主
が
小
作
を
さ
せ
る
と
言
ワ
た
時
、
で
は
別
の
人
に
小
作
さ
せ
友
い
様
に
し
て

下
さ
い
と
い
っ
て
、
渡
す
金
を
定
一
焼
と
い
凸
て
ゐ
る
。
従
っ
て
定
銭
を
受
取
っ
た
以
上
、
「
後
か
ら
申
込
者
が
よ
け
い
租
子
百
出

附

し
て
も
地
主
は
貸
す
諜
に
は
行
か
な
い
」
己
と
L
た
る
。
小
作
人
が
定
銭
を
梯
つ
で
も
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
小
作
料
を
納
め
な
い

と
き
は
、
地
主
は
契
約
を
解
除
し
、
定
銭
は
地
主
の
牧
入
と
た
る
。
小
作
人
が
定
鏡
を
掛
っ
た
後
、
疋
式
白
約
束
を
す
る
時
に
た
っ

て
、
小
作
人
の
事
情
で
小
作

D
M来
危
〈
在
っ
た
時
、
定
銭
を
梯
っ
た
小
作
人
が
他
。
小
作
人
を
探
し
て
来
れ
ば
、
定
銭
は
一
返
し
て

似

貰
へ
る
と
'
ど
が
あ
る
。
岡
村
で
は
近
年
、
小
作
ず
右
己
と
が
困
難
と
な
っ
た
が
ら
、
「
小
作
人
白
方
か
ら
定
鑓
を
繍
ふ
の
を
希
望
す
る

の
が
多
〈
在
っ
た
L

と
一
広
は
れ
て
ゐ
る
。
同
村
で
は
小
作
敷
金
で
あ
る
「
感
租
銭
L
、
「
押
租
銭
」
‘
「
頂
首
銭
し
は
昔
も
今
も
行
は
れ
て

北
支
白
金
柄
小
作
制
度

億
五
十
五
巻

六

第
三
挽

井村、小作篇(第十ー鵠のー)二九頁 30) 前掲、順義豚沙井村に於ける
質向膳答(A第二挽)一四三頁 :h) 前掲、河北省順義嘱沙井村、小作篇
L第寸ー腕のー)三六頁 32) 前掲よ順義牒沙井村に於げる質問臆答、小
作 (A第二競)回二九頁 33) 前掃、河北省周義麻酔井村、小作篇(第十一



北
支
白
金
納
小
作
制
度

第
五
十
五
巻

第

競

四

六

明

ゐ
左
い
。

仇
小
作
期
間

も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
毎
年
相
談
し
、
契
約
を
更
新
し
た
白
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
最
初
か
ら
小
作
期
聞
を
数
年
と
限
っ
て
約
束

叫

す
る
も
の
は
左
い
。
何
故
に
小
作
期
聞
が
一
年
と
た
う
て
ゐ
る
か
に
閲
し
て
は
「
一
年
一
同
相
談
す
る
白
が
ど
ち
ら
も
利
徒
だ
、
小

作
人
の
方
で
は
、
来
年
カ
が
た
く
在
っ
た
ら
来
年
止
め
ら
れ
る
一
が
、
長
い
と
止
め
る
剖
聞
に
行
か
泣
い
、
地
主
の
方
で
は
物
侭
が
高
〈

河
北
省
順
義
照
沙
井
村
で
は
小
作
期
間
は
普
泊
三
年
で
あ
る
。
同
村
で
三
、
四
年
引
税
い
て
同
一
地
を
小
作
す
る

在
っ
て
行
く
し
、
二
、
三
年
の
を
約
束
を
す
る
と
、
小
作
料
を
よ
け
い
納
め
さ
せ
る
事
が
山
川
来
た
い
、

明

作
料
を
増
す
事
が
出
来
る
」

Tr一
言
は
れ
て
ゐ
る
。
併
し
同
村
で
は
一
二
、
四
年
引
続
い
て
同
一
地
を
小
作
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
現

一
年
毎
の
揚
合
は
勝
手
に
小

一
年
の
揚
合
は
熱
心
で
在
い
し

巾
は
、
一
小
作
人
と
し
て
は
「
毎
年
競
い
た
方
が
肥
料
の
や
り
方
や
、
耕
作
の
仕
方
も
努
力
す
る
が
、

火
し
た
牧
穫
は
出
来
左
い
」
黙
に
あ
る
。
反
針
に
地
主
の
側
で
は
、
「
二
千
一
間
取
り
代
へ
る
方
が
利
条
だ
、
そ
の
原
悶
は
、
小
作
さ

せ
る
時
に
は
小
作
者
が
多
く
来
る
し
、
モ
の
一
帯
多
い
者
に
小
作
さ
せ
る
か
ら
、
地
主
の
方
で
は
租
子
を
よ
け
い
取
れ
る
棋
に
た

る
」
か
ら
、
一
年
を
希
望
す
る
。
即
ち
地
主
と
し
て
は
緩
い
て
小
作
さ
す
と
、
「
墜
方
の
突
情
が
探
〈
注
る
し
J
高
く
す
る
と
百
子
の

ω
 

閥
係
で
工
合
が
惑
い
か
ら
」
で
あ
る
。
そ
と
で
小
作
人
と
し
て
、
成
る
べ
く
小
作
を
永
〈
続
け
る
方
法
は
、
「
他
よ
り
も
早
く
小
作
料

m
 

を
納
め
」
、
「
土
地
を
可
愛
が
り
肥
料
を
多
〈
伎
ム
乙
と
」
、
要
す
る
に
地
主
の
信
用
を
得
る
忙
あ
る
」
と
考
へ
て
ゐ
る
。

小
作
人
が
契
約
の
更
新
を
希
望
す
る
と
き
は
、
葎
入
月
頃
一
な
る
べ
く
平
〈
地
主
忙
モ
白
旨
を
申
込
み
、
定
式
に
小
作
契
約
を
締
結

す
る
必
要
が
あ
る
。
何
故
た
れ
ば
「
大
槌
契
約
が
一
年
で
あ
呂
か
ち
、
モ
の
年
の
収
穫
が
終
れ
ば
契
約
は
終
了
し
た
事
に
友
り
鎚
方

と
も
責
任
も
義
務
も
詮
〈
た
る
」
し
、
ま
た
近
来
は
端
華
又
は
端
奪
と
稲
し
て
、
高
い
小
作
料
を
以
て
小
作
地
を
横
取
り
す
る
者
も

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

腕のー)=:ー頁 34) 問書、主主頁 35) 前掲、岡義牒i'T井村に於け
る質問脂容、小作(A第三腕)四三丸頁 36) 前掲、青島近郊に於ける農
村1主題調査報告、三O頁 37} 前掲、順義儒神井村に砕ける質問贈答、小
作(A告書ニ腕)凹宜二頁 38) 前掲、河北省順義牒抄井村、小作関係車項



第
一
表
巴
一
不
寸
如
〈
、
河
北
・
山
東
・
河
南
各
地
の
金
納
小
作
の
期
間
も
一
年
の
も
の
が
多
い
。
青
島
郊
外
の
李
村
で
は
、
二
年

頁

=
一
作
。
開
係
上
、
小
作
期
聞
は
普
通
二
ヶ
年
と
在
っ
て
ゐ
る
が
、
資
際
に
は
数
年
ま
た
は
十
年
以
上
も
縦
続
し
て
ゐ
る
も
の
が
相
営
市

同
ー

見

ら

れ

る

。

同

市
小
作
一
喝
の
作
物
毅
一
帯
に
針
ナ
る
地
開
一
主
回
干
渉
、
地
主
よ
り
の
農
具
、
役
畜
、
肥
料
等
の
提
供
先
づ
金
納
小
作
の
際
に
地
主
が
頁
一
計

コ一九

小
作
地
D
作
物
栽
培
忙
つ
い
て
干
沙
す
る
己
と
が
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
よ
う
。
湖
北
省
順
養
源
沙
井
村
で
は
、
地
主
が
小
作
人
に
↓
コ
一

。

頁

〉

剖

頁

針
し
、
作
物
や
畑
の
手
入
等
に
つ
き
指
岡
す
る
と
と
は
全
然
友
い
町
小
作
山
川
へ
は

E
ん
た
作
物
を
作
っ
て
も
椛
は
在
い
。
併
し
小
作
z

一
一
勧
訪
問

ヨ
静
一

期
間
が
一
年
の
際
に
は
「
二
年
生
、
=
一
年
生
の
作
物
を
作
つ
て
は
い
砂
た
い
叶
」
と
一
一
己
は
れ
て
ゐ
る
o

小
作
地
の
作
物
に
つ
い
て
、
特
急
崎
市
川
w
b

同
容
作
唱

)
嚇
小
ー
十

9
H
K
P
 

3
質
緯
伐

項
臨
錦

事
間
作

頁
係
置
小

八
闘
る
ー
、

一
作
け
村

↓
小
4
4
一附

加
一
払
柏
駅

捌
井
井
義

九
日
沙
抄
順

何
麻
牒
省

-比量

b

毒
事
斗
寸

容
順
附
何

脂
、
、
、

問
掲
掲
掲

質
前
前
前

忙
小
作
人
が
地
ま
と
取
り
決
め
た
り
、
又
は
地
主
が
一
方
的
に
決
め
た
り
す
る
こ
と
は
、
「
一
般
の
小
作
料
前
納
白
揚
合
に
は
殆

E
な

い
」
。
但
し
捗
種
(
分
盆
小
作
)
の
揚
合
に
は
行
は
れ
る
。
ま
た
小
作
人
は
地
主
忙
黙
っ
て
、
理
(
う
ち
の
幅
を
唆
更
し
た
り
、
ま
た
阜

聾
を
劃
墜
に
す
る
と
と
も
白
由
で
あ
及
下
河
北
省
昌
平
服
阿
蘇
街
で
も
地
主
は
小
作
経
踏
の
指
闘
を
一
切
し
訟
い
憤
例
と
な
っ
て
ゐ

る。
突
に
金
納
小
作
制
に
あ
り
て
は
、
地
主
は
土
地
の
外
に
農
具
、

肥
料
等
を
提
供
す
る
と
と
が
め
る
か
否
か
を
吟
味
し
ょ

役
菌
、

ぅ
。
順
義
熔
沙
井
村
で
は
地
主
が
小
作
地
以
外
に
、
揚
、
房
子
、
院
子
、
井
戸
、
馬
料
地
等
を
小
作
人
民
貸
す
と
と
が
あ
る
か
と
い

ふ
に
、
そ
れ
は
「
た
し
」
と
答
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
小
作
人
は
向
作
曲
碍
に
較
ら
.
へ
て
犬
農
具
や
役
斉
等
の
な
い
家
が
多
い
が
、
「
右
の
な

「
賄
ん
ど
泣
い
、
士
地
だ
け
出
川
り

ぃ1
小
作
人
が
小
作
の
初
に
之
が
借
用
方
に
つ
き
地
主
に
相
談
す
る
と
と
は
な
い
か
L

と
い
ふ
民
、

る
。
但
じ
必
襲
の
時
は
借
り
る
己
と
が
あ
る
が
、
一
年
中
借
り
る
と
と
は
な
い
、
組
め
て
短
捌
」
と
答
へ
て
居
り
、
ま
た
地
主
は
「
一

日
位
な
ら
貸
す
」
と
も
答
へ
て
ゐ
る
。
種
子
に
つ
い
て
は
「
小
作
人
は
慨
し
て
自
家
に
保
有
じ
て
他
よ
り
併
り
泣
い
、
借
り
℃
も
懇

北
支
白
金
納
小
作
制
度

ム

ノ、

= 

第一一一抗

ヨ三

第
五
十
五
巻

)

)

)

 

O

E

2

 

4
4
4
 



北
去
の
金
柄
小
作
制
度

mm 

意
在
家
か
ら
借
り
る
」
占
い
は
れ
て
ゐ
る
。
斯
か
る
質
問
際
性
円
よ
り
し
て
、
岡
村
の
金
納
小
作
制
で
は
地
主
は
土
地
だ
け
貸
す
揚
合

僚
主
十
五
春

三
六
四

第
三
拙

六

が
多
い
や
う
富
山
は
れ
る
q

河
北
省
平
谷
腕
小
半
築
で
は
、
小
作
料
は
金
納
前
掛
制
で
あ
る
が
、
地
王
は
小
作
人
に
住
居
、
農
具
、

別

種
子
、
農
業
資
金
等
彰
一
貸
興
す
る
と
と
は
た
い
。
同
省
香
河
販
後
延
寺
に
於
て
も
、
金
納
前
梯
制
で
あ
る
が
、
小
作
人
が
地
主
よ
り

家
屋
、
種
子
、
食
糧
、
耕
作
資
金
を
借
用
す
る
と
と
は
殆

ε友
い
。
た
と
ベ
農
具
及
び
家
南
を
借
用
す
る
己
と
が
あ
っ
て
も
、
農
具

に
射
し
て
は
料
金
主
掛
は
た
い
。
本
部
落
の
貧
農
は
家
高
を
飼
養
す
る
能
力
を
有
せ
歩
、
ま
た
農
具
も
大
農
具
は
殆

E
所
有
し
左

い
。
彼
等
は
す
べ
て
親
戚
、
知
己
上
り
借
用
し
て
用
を
消
じ
て
ゐ
る
が
、
己
の
揚
合
、
農
具
、
家
畜
に
劃
し
て
は
借
料
を
支
沸
ふ
己

と
な
〈
、
家
畜
に
到
し
で
は
飼
料
を
負
拾
す
る
白
み
で
あ
る
。
ま
た
同
省
昌
審
問
胸
中
雨
山
で
は
地
主
は
小
、
作
人
に
針
し
、
家
屋
ま
た

砲

は
役
畜
を
貸
興
す
る
と
と
が
あ
る
。

D小
作
権
河
北
省
鵬
義
鯨
沙
誌
で
は
小
作
期
聞
は
一
年
で
あ
る
が
、
小
作
契
約
が
成
立
し
た
以
上
、
地
主
は
秋
の
牧
童

〆
J
S目
、
¥

は
小
作
人
を
縫
更
し
得
泣
い
。
そ
れ
は
「
小
作
料
が
前
梯
で
、
地
主
は
一
年
中
D
小
作
料
を
取
っ
て
居
る
か
ら
」
で
あ
る
。
地
主
が

既
牧
小
作
料
に
利
子
、
経
費
を
つ
け
で
返
せ
ば
、
小
作
人
を
取
換
〈
得
る
か
と
い
ふ
忙
、
そ
れ
は
資
際
に
は
行
は
が
た
い
。
何
故
一
段

れ
ば
斯
か
る
己
と
を
す
れ
ば
「
小
作
人
や
紹
介
人
の
面
子
が
な
〈
た
る
し
か
ら
で
あ
る
。
小
作
白
約
束
が
定
っ
た
以
上
、
地
主
は
小

作
料
を
引
上
げ
た
り
、
牧
穫
物
の
一
部
を
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
は
由
来
な
い
。
小
作
人
が
小
作
地

ι何
も
作
ら
や
放
任
し
て
置
く

己
と
は
、
資
際
に
は
左
い
が
、
偲
A
n
あ
る
忙
し
て
も
、
地
主
は
干
渉
し
た
い
。
と
云
ふ
白
は
地
主
は
小
作
料
の
前
排
を
う
け
て
居
り

徐
り
迷
惑
を
感
じ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
但
し
彩
種
(
分
袋
小
作
)
白
揚
合
、
に
は
、
刈
取
り
鏡
、
牧
穫
物
を
折
半
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

斯
か
る
際
に
は
小
作
人
と
接
沙
し
て
耕
や
さ
せ
る
や
う
に
す

ho

順
義
焼
沙
井
村
で
は
普
通
土
地
の
費
買
は
九
月
、
十
月
白
頃
が
多
い
。
そ
れ
は
「
作
物
が
た
い
か
ら
頁
る
L

白
で
あ
る
。
併
し
小

前掲、.義麻抄井村に於ける質問臆答、 IJ、作(A第三腕)三九六頁
前調、北支農J一概況制査報骨、七五頁 46) 前掲、順義麻抄井村に於け
る質問臆答、 IJ、作(A第二腕)三丸丸頁 47) 同書、四Oー頁
同書、三九七頁 49) 向者、一六凡頁 50) 前掲、順議廓抄井村、

44) 
45) 

48) 



作
期
間
中
民
地
主
が
土
地
を
責
る
己
と
も
抽
出
分
あ
る
。
己
の
揚
A
A

口
に
は
、
「
小
作
人

ι沼
知
し
な
〈
て
も
よ
い
、
然
し
買
主
忙
は
小

初

作
さ
せ
て
ゐ
る
こ
と
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
L
。
己
の
揚
合
、
「
小
作
人
が
民
ひ
皮
い
と
謂
つ
で
も
、
之
陀
寅
ら
ね
ぽ
な
ら
山
内
」

と
と
は
な
い
。
従
っ
て
小
作
人
は
小
作
地
白
先
員
権
主
有
し
友
い
。

小
作
期
間
中
位
地
主
が
土
地
主
買
っ
た
場
合
に
、
直
ち
に
土
地
を
取
り
上
げ
得
る
か
否
か
Y
問
題
と
た
る
、

ω先
β
第
一
に
小
作

人
が
未
だ
播
種
、
耕
作

L
て
ゐ
な
い
揚
合
か
ら
考
察
し
よ
う
。
あ
る
農
民
は
斯
か
る
際
に
は
、
「
地
主
が
銃
納
小
作
料
を
小
作
人
に

的

返
還
し
、
小
作
人
は
上
地
主
民
主
に
引
渡
f
D
が
普
通
」
で
あ
る
と
答
へ
て
ゐ
る
。
己
の
同
答
に
し
て
設
が
左
い
た
ら
ば
、
小
作
人

が
未
だ
矯
種
耕
作
に
着
手
し
た
い
揚
合
に
は
、
貫
主
た
る
藷
同
地
主
が
小
作
人
に
既
納
小
作
料
を
返
還
す
れ
ば
、
四
民
主
寸
た
る
新
地
主
は

小
作
人
か
ら
土
地
を
取
戻
し
得
る
と
と
h
在
る
。
防
小
作
人
が
既
忙
播
種
、
耕
作
し
て
ゐ
る
時
は
如
何
か
と
一
吉
ふ
に
、
こ
の
揚
合
に

は
買
主
た
る
地
主
は
、
租
地
戸
(
小
作
人
)
に
通
知
し
て
「
土
地
の
持
主
は
代
っ
た
、
用
が
あ
れ
ば
、

2
2
p
tひ
、
既
納

白
小
作
料
を
新
地
主
に
渡
す
。
己
の
揚
合
地
主
が
種
子
代
、
肥
料
代
モ
白
他
を
小
作
人
に
掛
っ
て
、
土
地
を
取
返
し
て
買
る
己
と
は

M
W
 

左
い
。
ま
た
買
主
も
牧
穫
が
終
る
ま
で
小
作
地
生
取
戻
し
得
た
い
。
之
が
普
通
の
慣
行
で
あ
る
。
然
る
に
一
農
民
は
斯
か
る
揚
合
に

仰

は
「
小
作
人
の
立
揚
は
認
め
て
、
小
作
料
を
排
尿
し
、
買
主
と
小
作
人
が
移
種
す
る
」
と
も
答
へ
て
ゐ
呂
。
と
の
揚
合
に
は
新
買
主

が
元
D
小
作
人
に
共
D
問
民
地
主
分
袋
小
作
せ
し
め
る
も
の
で
、
や
は
り
牧
穫
終
了
ま
で
小
作
地
を
取
民
主
左
い
も
の
で
あ
る
。
何
れ

に
し
て
も
、
小
作
人
が
既
に
矯
種
、
耕
作
に
着
手
し
た
以
上
、
そ
の
牧
穫
が
終
る
ま
で
、
地
主
も
士
た
買
主
も
小
作
地
を
取
戻
し
得

在
い
も
白
で
あ
る
。
山
東
省
息
民
賜
孫
家
廟
で
も
地
主
が
第
三
者
に
土
地
を
譲
渡
し
た
揚
合
に
は
、
契
約
期
限
内
に
於
て
は
新
地
主

と
の
聞
に
従
前
週
り
D
小
作
契
約
を
纏
慢
す
る
D
を
慣
例
と
す
ヲ
向
。

ω白

地
主
は
小
作
期
間
中
に
金
に
困
れ
ぽ
小
作
地
主
山
山
典
す
る
と
と
が
出
来
る
。
山
川
典
に
於
て
も
、
山
小
作
人
が
未
だ
橋
種
、
耕
作
に

着
手
し
て
ゐ
左
い
と
き
は
、
地
主
は
既
納
白
小
作
料
に
利
L
J

を
付
し
て
小
作
人
に
返
還
し
、
十
一
地
主
典
主
に
引
渡
す
。
か
く
て
典
主

北
支
白
金
納
小
作
制
度

第
五
十
五
巻

二
六
五

第
三
腕

七
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買
頁
、

六
八
上

一一一九、

↓
亘
書

ト
、
告

L
U
頁
報

一
、
対
髄
頁

ト
一
態
一

作
的
賞
三

篇
↓
」
村
司

作
k
p
農

(

小
時
村
骨

、
引
い
筒
報

村
作
王
査

井
小
十
調

静

L
一況

瓢
答
内
櫛

義
鹿
匝
村

順
岡
地
畳

幾

分

行

は

れ

て

ゐ

る

。

縛

小

作

を

す

る

に

は

地

主

の

諒

解

を

得

る

必

要

は

友

い
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晴

一

清

一

耕

民
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が
、
「
比
較
的
高
い
小
作
料
で
借
り
た
者
が
共
の
土
地
を
持
て
徐
し
、
同
族
又
は
親
し
き
者
に
縛
貸
す
る
と
き
L
必
、
雨
小
作
料
は
向
。
岡
山
…
担
窓

前

め

に

前

前

額
で
あ
り
、
ま
た
「
小
作
人
が
地
主
と
親
し
い
人
に
一
度
安

Y
借
り
て
貰
ひ
、
夫
か
ら
同
額
で
貸
し
て
貰
ム
揚
合
」
も
あ
る
。
而
し

5
村

て
E
D
榔
小
作
料
は
原
小
作
人
民
納
め
る
り
が
普
通
で
あ
る

J
小
作
を
し
て
も
、
小
作
料
を
納
め
た
以
上
、
地
主
は
土
地
を
取
上
品
お

明

大

勝

げ
る
己
と
は
出
来
な
い
。
併
し
地
主
は
翌
年
は
共
の
土
地
を
取
上
げ
、
他
の
人
に
貸
す
と
と
L
ず
る
の
が
多
い
。
縛
小
作
を
し
て
も
一
義

間

四

順

頁

頁

地
主
か
ら
嫌
は
れ
を
と
は
な
い
か
と
の
質
問
に
封
し
、
一
小
作
人
は
「
た
し
、
小
作
料
は
前
納
ま

b
と
答
へ
て
ゐ
る
が
、
他
、
、
五
O

書
掲
一
六

の
小
作
人
は
「
小
作
地
は
小
作
人
が
排
す
白
が
本
官
で
、
持
貸
せ
ば
地
主
に
劃
し
て
誠
意
が
左
い
己
と
L
た
り
、
央
臨
だ
L
、
従
っ
て
間
前
回
一

叫

縛
小
作
は
「
本
営
は
不
可
だ
一
一
と
答
へ
て
ゐ
る
。
持
小
作
は
地
主
に
知
れ
左
い
や
う
に
、
こ
っ
そ
り
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
へ
地

北
支
の
金
納
小
作
制
度

樺
五
十
五
巻

一
六
六

第
三
抗

ハ.

が
自
称
す
る
己
と
t
A

た
る
。

ω然
る
に
小
作
人
が
既
に
撚
種
、
耕
作
に
靖
手
し
た
と
き
は
如
何
か
み
L

い
ム
に
、
己
り
揚
合
に
は
、
賀

町
制

却
の
場
合
と
同
様
に
、
収
穫
の
於
る
ま
で
地
主
に
於
て
も
、
典
主
に
於
て
も
小
作
地
主
引
戻
し
得
た
い

D
で
あ
る
。
小
作
人
が
播
種

耕
作
に
着
手
し
た
以
上
、
典
契
約
を
結
ん
で
も
典
主
は
土
地
を
取
戻
し
得
友
い
よ
川
ら
、
典
の
賓
効
果
を
牧
め
る
己
と
が
出
来
た
い
。

制

従
っ
て
一
般
的
に
播
種
、
施
肥
後
は
、
出
典
は
行
は
れ
な
い
と
と
与
な
っ
て
ゐ
る
。
小
作
人
が
既
に
播
穂
、
耕
種
虻
着
手
し
た
後
に

出
典
す
る
事
例
が
賞
際
に
あ
る
か
否
か
は
、
更
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

一
農
民
は
斯
か
る
際
に
は
「
地
主
は
前
白
様
に
小
作

料
を
返
へ
す
が
、
白
土
地
は
取
り
上
げ
な
い
ロ
典
主
と
小
作
人
が
相
談
し
て
彩
種
し
、
慨
し
て
半
々
軒
分
け
合
ム
、
叉
典
主
は
地
主
よ

附
吋

り
既
納
の
小
作
料
を
受
領
し
、
共
の
年
は
小
作
人
に
耕
さ
せ
、
重
か
ら
典
主
白
耕

5
と
答
へ
て
ゐ
る
。
創
ち
典
主
が
小
作
人
と

移
種
す
る
揚
合
と
雌
も
、
、
従
前
白
金
納
小
作
を
分
益
小
作
に
同
盟
更
す
る
に
過
ぎ
歩
、
錆
種
、
耕
作
着
手
後
は
附
典
忙
よ
っ
て
小
作
人

は
小
作
地
を
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
た
い
。

地
主
か
ら
土
地
主
借
っ
た
小
作
人
が
自
身
で
耕
さ
十
、
そ
の
土
地
を
他
人
に
輔
小
作
(
韓
租
)
す
る
と
Er一
は
、
順
義
問
脚
沙
井
村
で
は

輔
小
作
料
は
原
小
作
料
よ
り
高
い
接
合
も
あ
る

56) 
58) 



十
て
が
之
を
知
っ
て
も
之
を
認
め
る
の
は
、
ム
小
作
料
は
既
に
と
っ
て
居
り
、
そ
の
一
年
だ
け
梅
小
作
を
草
川
ず
に
過
ぎ
左
い
か
ら
で
あ

。

る
。
而
し
て
輔
小
作
は
昔
忙
較
ぺ
で
「
今
は
少
く
な
っ
て
ゐ
る
。
迎
に
合
は
な
い
か
ら
」
と
も
答
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
岡
村
で
特

小
作
が
行
は
れ
る
に
し
て
も
、
村
民
は
之
を
充
分
に
理
に
合
っ
た
も
の
と
は
考
へ
て
ゐ
泣
い
ゃ
う
で
あ
る
G

と
の
蹄
小
作
は
令
納
前

梯
小
作
圃
の
揚
A
口
忙
許
さ
れ
る
が
、
分
袋
小
作
で
は
牧
穫
を
折
半
す
る
D
で
「
別
白
人
が
耕
し
出
す
と
図
引
」
か
ら
、
持
小
作
は
之
を

認
め
た
い
と
と
h
な
っ
て
ゐ
る
ロ

四

以

k
に
上
っ
て
河
北
・
山
東
・
河
南
省
各
地
に
於
け
る
金
納
小
作
制
に
つ
い
て
遁
べ
た
。
己
の
金
納
小
作
制
の
傾
向
に
つ
い
て
見

る
に
、
山
東
省
官
品
民
腕
孫
家
廟
で
は
、
従
前
は
物
納
分
条
例
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
は
金
納
定
額
小
作
が
漸
増
し
つ
L
あ
る
。
そ
れ

は
凶
作
が
頻
殺
す
る
本
村
で
は
、
そ
の
損
失
を
一
方
的
に
小
作
人
に
負
指
せ
し
め
る
金
納
定
額
制
の
方
が
、
物
納
分
ハ
叶
制
に
比
し
て

町

地
主
側
に
有
利
た
る
忙
よ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
甘
藷
の
如
き
商
品
化
作
物
の
栽
培
が
増
加
し
た
こ
と
に
も
よ
丸
。
青
島
近
郊
李
村

で
も
一
一
一
十
年
前
か
ら
金
納
小
作
が
増
加
し
て
ゐ
る
。
農
民
は
こ
の
原
悶
を
、
小
作
料
と
し
て
納
ん
す
る
現
物
の
品
質
低
下
と
地
主
が

現
金
を
必
要
と
す
る
馳
陀
師
し
て
ゐ
る
。
併
し
そ
れ
は
貨
幣
経
済
が
浸
潤
し
た
同
村
に
於
て
、
地
主
側
に
於
て
租
税
公
謀
、
生
所
費

等
に
現
金
支
出
が
増
大
し
た
爆
に
促
さ
れ
た
営
然
の
師
結
で
あ
る
が
w
ま
た
同
時
に
小
委
や
落
花
生
の
如
き
商
品
化
作
物
栽
埼
の
増

加
し
た
己
長
に
も
よ
る
。
河
北
省
豊
潤
牒
宣
斑
鑓
米
廠
村
で
も
近
年
商
品
作
物
た
る
棉
D
作
付
剛
積
の
増
大
に
伴
ひ
、
金
納
小
作
が

師

愈
々
増
加
じ
て
ゐ
る
。
河
北
省
順
義
鯨
沙
井
村
で
は
、
現
在
、
八
割
迄
が
金
納
小
作
で
、
二
割
が
分
続
小
作
で
あ
る
。
同
一
村
に
金
納

小
作
制
D
多
い
の
は
、
旗
地
白
多
か
っ
た
D
に
も
よ
る
も
D
で
あ
る
。
併
し
、
と
れ
は
同
村
へ
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
た
の
に
も
よ
る

も
白
で
あ
る
。
向
ほ
作
柄
白
壁
凶
如
何
に
よ
っ
て
、
金
納
小
作
は
分
盆
小
作
に
、
ま
た
分
益
小
作
は
金
納
小
作
に
艶
化
す
る
。
卸
ち

北
支
白
金
制
小
作
制
度

帯
主
十
五
巻

六
七

静
三
銑
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北
支
白
金
納
小
作
制
度

凶
年
四
翌
年
に
は
分
袋
小
作
が
増
加
す
る
o
ま
た
最
近
で
は
穀

侭
が
年
々
騰
貴
す
る
が
、
金
納
前
梯
制
で
は
小
作
料
は
前
年
の

穀
債
を
制
限
準
に
決
定
せ
ら
れ
る
か
ら
、
安
年
は
穀
偵
は
必
十
二

組
問
に
も
数
倍
に
も
ιな
る
の
で
、
地
主
と
し
之
は
穀
納
後
梯
白
方

ω
 

が
有
利
で
あ
り
、
従
う
て
金
納
小
作
が
現
物
小
作
化
す
る
傾
向

も
認
め
ら
れ
る
。
併
し
屡
々
大
水
容
の
あ
る
岡
村
で
は
、
地
主

は
金
納
前
排
を
以
て
安
全
と
考
へ
て
ゐ
る
か
ら
、
之
に
上
っ
て

現
物
小
作
化
の
傾
向
が
阻
止
さ
れ
る
。
従
つ
で
北
支
で
は
、
貨

幣
経
桝
の
浸
透
忙
伴
ム
農
業
の
商
品
生
産
化
、
農
産
物
慣
栴
の

騰
落
、
作
柄
の
豊
凶
如
何
等
り
諸
事
情
が
、
或
は
金
納
小
作
制

を
促
進
し
、
或
は
之
を
阻
止
し
て
ゐ
る
。

北
支
白
金
納
小
作
制
は
多
く
は
口
頭
契
約
で
あ
り
、
期
間
も

一
年
の
も
白
が
多
い
。
ま
た
小
作
地
は
矯
種
、
耕
作
品
君
子
後
は

地
主
上
り
取
上
げ
ら
れ
左
い
が
、
併
し
斯
か
る
小
作
権
白
保
障

は
一
年
隈
り
の
も
O
で
あ
り
、
保
令
そ
れ
が
引
続
き
更
新
さ
れ

る
に
し
て
も
主
と
し
て
地
主
の
思
惑
に
よ
る
も
D
で
あ
る
。
従

っ
て
小
作
人
の
地
位
は
不
安
定
な
る
を
兎
れ
な
い
。

E
れ
北
支

小
作
制
度
白
改
善
が
痛
感
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

億
五
十
五
巻

六
八

勢
三
枕
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